
 

一 

○ 
成
年
後
見
制
度
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
二
十
九
号
）（
抄
）（
附
則
第
三
条
関
係
） 

 
 

 
 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

附
則
第
三
条
に
よ
る
改
正
後 

制 

定 

時 

目
次 

 

第
一
章 

総
則
（
第
一
条
―
第
十
条
） 

 

第
二
章 

基
本
方
針
（
第
十
一
条
） 

 

第
三
章 

成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
基
本
計
画
（
第
十
二
条
） 

 

第
四
章 

成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
会
議
（
第
十
三
条
） 

  

第
五
章 

地
方
公
共
団
体
の
講
ず
る
措
置
（
第
十
四
条
・
第
十
五
条
） 

 

附
則 

  

（
目
的
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
認
知
症
、
知
的
障
害
そ
の
他
の
精
神
上
の
障
害
が
あ

る
こ
と
に
よ
り
財
産
の
管
理
又
は
日
常
生
活
等
に
支
障
が
あ
る
者
を
社
会
全

体
で
支
え
合
う
こ
と
が
、
高
齢
社
会
に
お
け
る
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
か
つ
、

共
生
社
会
の
実
現
に
資
す
る
こ
と
及
び
成
年
後
見
制
度
が
こ
れ
ら
の
者
を
支

え
る
重
要
な
手
段
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
十
分
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
に
鑑
み
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用
の
促
進
に
つ
い
て
、
そ
の
基
本
理
念
を

定
め
、
国
の
責
務
等
を
明
ら
か
に
し
、
及
び
基
本
方
針
そ
の
他
の
基
本
と
な

る
事
項
を
定
め
る
こ
と
等
に
よ
り
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用
の
促
進
に
関
す

る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

目
次 

 

第
一
章 

総
則
（
第
一
条
―
第
十
条
） 

 

第
二
章 

基
本
方
針
（
第
十
一
条
） 

 

第
三
章 

成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
基
本
計
画
（
第
十
二
条
） 

 

第
四
章 

成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
会
議
（
第
十
三
条
・
第
十
四
条
） 

 

第
五
章 

成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
委
員
会
（
第
十
五
条
―
第
二
十
二
条
） 

 

第
六
章 

地
方
公
共
団
体
の
講
ず
る
措
置
（
第
二
十
三
条
・
第
二
十
四
条
） 

 

附
則 

  

（
目
的
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
認
知
症
、
知
的
障
害
そ
の
他
の
精
神
上
の
障
害
が
あ

る
こ
と
に
よ
り
財
産
の
管
理
又
は
日
常
生
活
等
に
支
障
が
あ
る
者
を
社
会
全

体
で
支
え
合
う
こ
と
が
、
高
齢
社
会
に
お
け
る
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
か
つ
、

共
生
社
会
の
実
現
に
資
す
る
こ
と
及
び
成
年
後
見
制
度
が
こ
れ
ら
の
者
を
支

え
る
重
要
な
手
段
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
十
分
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
に
鑑
み
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用
の
促
進
に
つ
い
て
、
そ
の
基
本
理
念
を

定
め
、
国
の
責
務
等
を
明
ら
か
に
し
、
及
び
基
本
方
針
そ
の
他
の
基
本
と
な

る
事
項
を
定
め
る
と
と
も
に
、
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
会
議
及
び
成
年
後

見
制
度
利
用
促
進
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
成
年
後
見
制
度
の
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二 

    
 

 

第
三
章 
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
基
本
計
画 

第
十
二
条 

政
府
は
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
施
策
の
総
合

的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用
の
促
進
に
関

す
る
基
本
的
な
計
画
（
以
下
「
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
基
本
計
画
」
と
い

う
。
）
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
基
本
計
画
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定

め
る
も
の
と
す
る
。 

 

 

一 

成
年
後
見
制
度
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
目
標 

 

二 

成
年
後
見
制
度
の
利
用
の
促
進
に
関
し
、
政
府
が
総
合
的
か
つ
計
画 

 
 

的
に
講
ず
べ
き
施
策 

 

三 

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用
の
促
進
に 

 
 

関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
事 

 
 

項 

３ 

法
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
及
び
総
務
大
臣
は
、
成
年
後
見
制
度
利
用
促

進
基
本
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
基

本
計
画
の
変
更
の
案
に
つ
き
閣
議
の
決
定
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

法
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
及
び
総
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
閣

議
の
決
定
は
あ
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
変
更
後
の
成
年
後
見
制
度
利
用

利
用
の
促
進
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。 

  
 

 

第
三
章 

成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
基
本
計
画 

第
十
二
条 

政
府
は
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
施
策
の
総
合

的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用
の
促
進
に
関

す
る
基
本
的
な
計
画
（
以
下
「
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
基
本
計
画
」
と
い

う
。
）
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
基
本
計
画
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定

め
る
も
の
と
す
る
。 

 

 

一 

成
年
後
見
制
度
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
目
標 

 

二 

成
年
後
見
制
度
の
利
用
の
促
進
に
関
し
、
政
府
が
総
合
的
か
つ
計
画 

 
 

的
に
講
ず
べ
き
施
策 

 

三 

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用
の
促
進
に 

 
 

関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
事 

 
 

項 

３ 

内
閣
総
理
大
臣
は
、
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
基
本
計
画
の
案
に
つ
き
閣

議
の
決
定
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

４ 

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
閣
議
の
決
定
が
あ
っ
た
と
き
は
、

遅
滞
な
く
、
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
基
本
計
画
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利

2



 

三 

促
進
基
本
計
画
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
適
切
な
方
法
に
よ
り
公

表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
削
る
） 

   
 

 

第
四
章 

成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
会
議 

 

第
十
三
条 

政
府
は
、
関
係
行
政
機
関
相
互
の
調
整
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
成

年
後
見
制
度
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進

を
図
る
た
め
、
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
会
議
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

関
係
行
政
機
関
は
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用
の
促
進
に
関
し
専
門
的
知
識

を
有
す
る
者
に
よ
っ
て
構
成
す
る
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
専
門
家
会
議
を

設
け
、
前
項
の
調
整
を
行
う
に
際
し
て
は
、
そ
の
意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。 

     

３ 

成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
会
議
及
び
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
専
門
家
会

議
の
庶
務
は
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
処
理
す
る
。 

 

用
そ
の
他
適
切
な
方
法
に
よ
り
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

５ 

前
二
項
の
規
定
は
、
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
基
本
計
画
の
変
更
に
つ
い

て
準
用
す
る
。 

  
 

 

第
四
章 

成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
会
議 

 

（
設
置
及
び
所
掌
事
務
） 

第
十
三
条 

内
閣
府
に
、
特
別
の
機
関
と
し
て
、
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
会

議
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
会
議
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。 

 

２ 

会
議
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。 

 

一 

成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
基
本
計
画
の
案
を
作
成
す
る
こ
と
。 

 

二 

成
年
後
見
制
度
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
必
要
な
関
係

行
政
機
関
相
互
の
調
整
を
す
る
こ
と
。 

 

三 

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用
の
促
進
に
関

す
る
基
本
的
事
項
の
企
画
に
関
し
て
審
議
す
る
と
と
も
に
、
成
年
後
見
制

度
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
の
施
策
の
実
施
を
推
進
し
、
並
び
に
そ
の
実

施
の
状
況
を
検
証
し
、
評
価
し
、
及
び
監
視
す
る
こ
と
。 

３ 

会
議
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
委
員
会
の

意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
基
本
計
画
の
案
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
と

3



  

四 

    

（
削
る
） 

                

（
削
る
） 

 

き
。 

 

二 

前
項
第
三
号
の
検
証
、
評
価
及
び
監
視
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
結
果
の

取
り
ま
と
め
を
行
お
う
と
す
る
と
き
。 

 

（
組
織
等
） 

第
十
四
条 

会
議
は
、
会
長
及
び
委
員
を
も
っ
て
組
織
す
る
。 

２ 

会
長
は
、
内
閣
総
理
大
臣
を
も
っ
て
充
て
る
。 

３ 

委
員
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
も
っ
て
充
て
る
。 

 

 

一 

内
閣
官
房
長
官 

 

二 

内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
九
条
第
一
項 

 
 

に
規
定
す
る
特
命
担
当
大
臣
の
う
ち
か
ら
、
内
閣
総
理
大
臣
が
指
定
す 

 
 

る
者 

 

三 

法
務
大
臣 

 

四 

厚
生
労
働
大
臣 

 

五 

総
務
大
臣 

 

六 

前
各
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
関
係
行
政
機
関
の
長
の
う
ち
か
ら
内 

 
 

閣
総
理
大
臣
が
指
定
す
る
者 

４ 

前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
会
議
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な

事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。 

  

第
五
章 

成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
委
員
会 

（
設
置
） 

4



 

五 

第
十
五
条 

内
閣
府
に
、
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
委
員
会
（
以
下
こ
の
章
に

お
い
て
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。 

２ 

委
員
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。 

 

一 

次
に
掲
げ
る
重
要
事
項
に
関
し
、
自
ら
調
査
審
議
し
、
必
要
と
認
め
ら

れ
る
事
項
を
内
閣
総
理
大
臣
又
は
関
係
各
大
臣
に
建
議
す
る
こ
と
。 

 
 

イ 

成
年
後
見
制
度
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
基
本
的
な
政
策
に
関 

 

 
 

 

す
る
重
要
事
項 

 
 

ロ 

成
年
後
見
制
度
の
利
用
の
促
進
を
図
る
上
で
必
要
な
環
境
の
整 

 
 

 

備
に
関
す
る
基
本
的
な
政
策
に
関
す
る
重
要
事
項 

 

二 

内
閣
総
理
大
臣
又
は
関
係
各
大
臣
の
諮
問
に
応
じ
、
前
号
に
規
定
す 

 
 

る
重
要
事
項
に
関
し
、
調
査
審
議
す
る
こ
と
。 

 

（
資
料
の
提
出
要
求
等
） 

第
十
六
条 

委
員
会
は
、
そ
の
所
掌
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
関
係
行
政
機
関
の
長
に
対
し
、
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
ほ
か
、
資
料
の
提
出
、
意
見
の
開
陳
、
説
明
そ
の
他
必
要
な
協
力
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
組
織
） 

第
十
七
条 

委
員
会
は
、
委
員
十
人
以
内
で
組
織
す
る
。 

２ 

委
員
会
に
、
特
別
の
事
項
を
調
査
審
議
さ
せ
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、

臨
時
委
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

委
員
会
に
、
専
門
の
事
項
を
調
査
さ
せ
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
専

5



  

六 

門
委
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
委
員
等
の
任
命
） 

第
十
八
条 

委
員
及
び
臨
時
委
員
は
、
成
年
後
見
制
度
に
関
し
て
優
れ
た
識
見

を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
内
閣
総
理
大
臣
が
任
命
す
る
。 

２ 

専
門
委
員
は
、
当
該
専
門
の
事
項
に
関
し
て
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
者
の

う
ち
か
ら
、
内
閣
総
理
大
臣
が
任
命
す
る
。 

 

（
委
員
の
任
期
等
） 

第
十
九
条 

委
員
の
任
期
は
、
附
則
第
一
条
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
日
の

前
日
ま
で
と
す
る
。 

２ 

臨
時
委
員
は
、
そ
の
者
の
任
命
に
係
る
当
該
特
別
の
事
項
に
関
す
る
調
査

審
議
が
終
了
し
た
と
き
は
、
解
任
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

専
門
委
員
は
、
そ
の
者
の
任
命
に
係
る
当
該
専
門
の
事
項
に
関
す
る
調
査

が
終
了
し
た
と
き
は
、
解
任
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。 

４ 

委
員
、
臨
時
委
員
及
び
専
門
委
員
は
、
非
常
勤
と
す
る
。 

 

（
委
員
長
） 

第
二
十
条 

委
員
会
に
、
委
員
長
を
置
き
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
選
任
す
る
。 

２ 
委
員
長
は
、
会
務
を
総
理
し
、
委
員
会
を
代
表
す
る
。 

３ 

委
員
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
指
名
す
る
委
員
が
、

そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。 
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七 

（
事
務
局
） 

第
二
十
一
条 

委
員
会
の
事
務
を
処
理
さ
せ
る
た
め
、
委
員
会
に
事
務
局
を
置

く
。 

２ 

事
務
局
に
、
事
務
局
長
の
ほ
か
、
所
要
の
職
員
を
置
く
。 

３ 

事
務
局
長
は
、
委
員
長
の
命
を
受
け
て
、
局
務
を
掌
理
す
る
。 

 

（
政
令
へ
の
委
任
） 

第
二
十
二
条 

第
十
五
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
委
員
会
に

関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。 
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